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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 2,651 ― 147 ― 121 ― 73 ―

20年3月期第3四半期 3,197 △1.0 229 △13.3 208 △17.3 146 917.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 5.34 ―

20年3月期第3四半期 10.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 3,955 1,231 27.2 78.32
20年3月期 4,375 1,156 23.1 73.38

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  1,077百万円 20年3月期  1,009百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― ― 0.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― ― 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,900 △9.3 265 △10.3 230 △12.3 100 △38.7 7.27

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

［(注) 詳細は、3ページ【定性情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

［(注) 詳細は、3ページ【定性情報・財務諸表等】 4．その他をご覧下さい。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
２．本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  13,772,400株 20年3月期  13,772,400株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  15,053株 20年3月期  12,895株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  13,757,842株 20年3月期第3四半期  13,760,730株
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当第３四半期における経済状況については、米国のサブプライム問題に端を発した世界の金融市場の混
乱の中で、平成20年10月以降急速に実体経済を蝕み始め、世界経済の構造を揺さぶる深刻な事態となって
おります。 
わが国においても、米国等の消費の減速と急激な円高から来る輸出の減少などにより、企業収益見通し

の下方修正が相次ぎ、雇用環境が悪化するなど、景気の負のスパイラル入りが濃厚となりつつあります。
このような状況下で、当社グループは、事務機器事業、温度計測事業、ソフトウェア関連事業、不動産

事業の４事業を柱に事業の効率化を図り、更なる利益体質への改善に努めると共に、営業体制の強化等に
より事業の拡大に努めております。 
事務機器事業は、平成20年５月に新製品のタイムレコーダをリリースする等、前期に引き続きチェック

ライタ、タイムレコーダ等を中心とした「ＮＩＰＰＯ」ブランド製品の代理店ルートでのきめ細やかな営
業活動による販売強化に注力しております。しかしながら、景気の低迷により事務機器事業全体の需要が
伸び悩み、事務機器事業の売上高は1,082百万円となりました。 
温度計測事業は、連結子会社である㈱タカラ・サーミスタに開発・製造・販売を集約し事業効率の向上

を図り、デジタル温度計等の拡販や更なる利益体質への改善を進めていますが、半導体市況の悪化等によ
り受注が減少したため、温度計測事業の売上高は492百万円となりました。 
ソフトウェア関連事業は、当社グループ全体的にソフトウェア開発の人員を増やし、売上の拡大に努め

ました結果、ソフトウェア関連事業の売上高は974百万円となりました。 
不動産事業は、平成20年２月より入居が開始された当社の賃貸用マンションの賃貸収入分が増加したた

め安定した収入を得ており、不動産事業の売上高は100百万円となりました。 
当社グループ全体の業績といたしましては、昨今の市場における原材料の乱高下、個人消費や設備投資

の消極化、半導体市況の悪化等の影響を強く受け、セキュリティ等のシステム案件及びパソコン等の情報
機器の販売や半導体関連機器等の売上が伸び悩んだため、当第３四半期の連結売上高は2,651百万円、連
結営業利益147百万円、連結経常利益121百万円、連結四半期純利益73百万円を計上する事となりました。
  

  

  

当第３四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ9.6％減少し3,955百万円となりまし
た。 
流動資産については、前連結会計年度末に比べ23.7％減少し1,328百万円となりました。これは主に借

入金の返済により現金及び預金が248百万円減少したことと、受取手形及び売掛金が248百万円減少したこ
と等によるものです。 
固定資産については、前連結会計年度末に比べ0.2％減少し2,627百万円となり、横這いになっておりま

す。 
流動負債については、前連結会計年度末に比べ22.1％減少し795百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金が218百万円減少したこと等によるものです。 
固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ12.2％減少し1,928百万円となりました。これは主

に長期借入金の返済による179百万円の減少と、社債の償還により62百万円減少したこと等によるもので
す。 
純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ6.5％増加し1,231百万円となりました。これは主に四

半期純利益の獲得により、利益剰余金が増加したことによるものです。 
  
  
  
  

  

業績予想につきましては、平成20年11月５日発表の通期の業績予想に変更はありません。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

  

１．簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

②棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の
実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
また、棚卸資産の簿価の切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価の切下げを行う方法によっております。 

③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 
「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第
９号）を当第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低
下に基づく簿価の切下げの方法)に変更しております。 
なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

㈱テクノ・セブン(6852)平成21年3月期　第3四半期決算短信

─3─



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 182,285 430,334

受取手形及び売掛金 676,094 924,255

商品 3,419 3,233

製品 164,214 111,725

原材料 135,315 131,537

仕掛品 23,477 38,608

貯蔵品 11,940 11,049

繰延税金資産 38,478 37,683

その他 100,714 88,254

貸倒引当金 △7,558 △35,441

流動資産合計 1,328,382 1,741,240

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,204,411 1,200,641

減価償却累計額 △244,930 △199,276

建物及び構築物（純額） 959,480 1,001,365

機械装置及び運搬具 90,529 99,333

減価償却累計額 △86,420 △92,312

機械装置及び運搬具（純額） 4,109 7,021

工具、器具及び備品 254,634 251,009

減価償却累計額 △238,451 △228,397

工具、器具及び備品（純額） 16,182 22,611

土地 1,409,047 1,409,047

有形固定資産合計 2,388,819 2,440,044

無形固定資産   

のれん 5,442 6,402

その他 26,697 33,905

無形固定資産合計 32,139 40,307

投資その他の資産   

投資有価証券 76,414 91,143

その他 189,523 95,376

貸倒引当金 △59,359 △32,859

投資その他の資産合計 206,579 153,660

固定資産合計 2,627,538 2,634,013

資産合計 3,955,920 4,375,253
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 316,480 535,458

短期借入金 228,956 209,306

1年内償還予定の社債 82,000 82,000

未払法人税等 21,335 49,194

賞与引当金 37,231 58,248

その他 109,224 86,887

流動負債合計 795,227 1,021,093

固定負債   

社債 42,000 104,000

長期借入金 1,645,315 1,824,782

繰延税金負債 61,732 65,402

退職給付引当金 59,034 76,303

役員退職慰労引当金 2,831 3,668

長期未払金 90,467 107,519

その他 27,371 15,740

固定負債合計 1,928,752 2,197,415

負債合計 2,723,980 3,218,509

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,141,620 1,141,620

資本剰余金 846,176 846,176

利益剰余金 △906,701 △980,204

自己株式 △2,235 △2,030

株主資本合計 1,078,859 1,005,561

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,329 4,153

評価・換算差額等合計 △1,329 4,153

少数株主持分 154,409 147,029

純資産合計 1,231,940 1,156,744

負債純資産合計 3,955,920 4,375,253
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 2,651,600

売上原価 1,967,218

売上総利益 684,381

販売費及び一般管理費  

販売費及び一般管理費合計 537,381

営業利益 147,000

営業外収益  

受取利息及び配当金 1,733

還付消費税等 2,660

作業屑売却益 2,122

その他 2,343

営業外収益合計 8,860

営業外費用  

支払利息 29,945

その他 4,233

営業外費用合計 34,178

経常利益 121,682

特別利益  

貸倒引当金戻入額 3,379

役員退職慰労引当金戻入額 1,524

その他 490

特別利益合計 5,393

特別損失  

投資有価証券評価損 3,589

固定資産除却損 1,049

その他 134

特別損失合計 4,773

税金等調整前四半期純利益 122,302

法人税、住民税及び事業税 39,005

法人税等調整額 △2,284

法人税等合計 36,721

少数株主利益 12,078

四半期純利益 73,502
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 869,120

売上原価 639,978

売上総利益 229,142

販売費及び一般管理費  

販売費及び一般管理費合計 179,023

営業利益 50,119

営業外収益  

受取利息及び配当金 103

還付消費税等 729

作業屑売却益 19

その他 807

営業外収益合計 1,658

営業外費用  

支払利息 9,447

その他 1,398

営業外費用合計 10,846

経常利益 40,931

特別利益  

貸倒引当金戻入額 124

特別利益合計 124

特別損失  

投資有価証券評価損 56

特別損失合計 56

税金等調整前四半期純利益 40,999

法人税、住民税及び事業税 13,766

法人税等合計 13,766

少数株主利益 7,124

四半期純利益 20,108

㈱テクノ・セブン(6852)平成21年3月期　第3四半期決算短信

─7─



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 122,302

減価償却費 65,049

のれん償却額 960

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17,268

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △836

賞与引当金の増減額（△は減少） △21,017

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,384

受取利息及び受取配当金 △1,733

支払利息 29,945

為替差損益（△は益） 22

売上債権の増減額（△は増加） 248,161

たな卸資産の増減額（△は増加） △42,213

仕入債務の増減額（△は減少） △218,977

投資有価証券評価損益（△は益） 3,589

有形固定資産除却損 1,049

その他 △34,655

小計 132,995

利息及び配当金の受取額 1,733

利息の支払額 △29,859

法人税等の支払額 △66,864

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,005

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資有価証券の取得による支出 △10,365

投資有価証券の売却による収入 3,750

有形固定資産の取得による支出 △7,394

長期貸付けによる支出 △50,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,010

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 10,000

長期借入れによる収入 71,000

長期借入金の返済による支出 △240,817

社債の償還による支出 △62,000

自己株式の取得による支出 △204

財務活動によるキャッシュ・フロー △222,021

現金及び現金同等物に係る換算差額 △22

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △248,048

現金及び現金同等物の期首残高 430,334

現金及び現金同等物の四半期末残高 182,285
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

該当事項はありません。 

  
  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（要約）前四半期連結損益計算書 

              （単位：千円） 

 
  

  

  

「参考」

科  目

前第3四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日 
  至 平成19年12月31日)

金  額
Ⅰ 売上高 3,197,012

Ⅱ 売上原価 2,442,632

  売上総利益 754,379

Ⅲ 販売費及び
524,452

  一般管理費

  営業利益 229,927

Ⅳ 営業外収益 7,154

Ⅴ 営業外費用 28,608

  経常利益 208,473

Ⅵ 特別利益 21,356

Ⅶ 特別損失 13,217

  税金等調整前四半期 
  純利益

216,612

  税金費用 36,368

  少数株主利益 33,665

  四半期純利益
146,578
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